
                          【広資料*2】 

平成２平成２平成２平成２６６６６年度事業計画年度事業計画年度事業計画年度事業計画        広広広広            報報報報            部部部部    

１、１、１、１、「弓道石川」の発行「弓道石川」の発行「弓道石川」の発行「弓道石川」の発行    

   ・第第第第９２９２９２９２号号号号からからからから９５９５９５９５号号号号をををを    ５月５月５月５月、、、、８８８８月月月月、、、、１１月１１月１１月１１月、、、、２月２月２月２月に、より充実してに、より充実してに、より充実してに、より充実して発行発行発行発行する。する。する。する。    

   ・アンケート結果を踏まえて、また会員各位の投稿を頂くことによって、一層の充実を図る。 

尚、発行月は、理事会開催月とする。 

・発行前に常任理事の事前チェック後、印刷は事務局、製本は理事のご協力を得て発行 

 

２、２、２、２、全日本弓道連盟全日本弓道連盟全日本弓道連盟全日本弓道連盟「弓道」「弓道」「弓道」「弓道」誌誌誌誌、、、、ちれん発インフォメーション原稿の編集・投稿ちれん発インフォメーション原稿の編集・投稿ちれん発インフォメーション原稿の編集・投稿ちれん発インフォメーション原稿の編集・投稿    

            ・毎月末に、県内の主要な大会・講習会を軸に、投稿記事を織り交ぜながら、投稿する 

・常任理事による事前チェック後、投稿する 

       

３、３、３、３、県連ホームページ県連ホームページ県連ホームページ県連ホームページ    

   ・・・・従来の目標の従来の目標の従来の目標の従来の目標の１００アクセス１００アクセス１００アクセス１００アクセスを維持しつつ、更に１５０アクセスを維持しつつ、更に１５０アクセスを維持しつつ、更に１５０アクセスを維持しつつ、更に１５０アクセス以上を以上を以上を以上を目指して目指して目指して目指して、、、、アンケートアンケートアンケートアンケート

結果を踏まえて、結果を踏まえて、結果を踏まえて、結果を踏まえて、更新件数の維持向上を図る。更新件数の維持向上を図る。更新件数の維持向上を図る。更新件数の維持向上を図る。    

平成１２年７月に石弓連 HP を立ち上げてから１３年が経過１３年が経過１３年が経過１３年が経過し、この間少しずつ充実を図って来

た。現在、トップページの今日の弓道教歌やコメントは予め作成しておいたものを、毎日自動更新

していますが、その他の記事は、６人で分担をして平６人で分担をして平６人で分担をして平６人で分担をして平均すれば３日に２回の更新均すれば３日に２回の更新均すれば３日に２回の更新均すれば３日に２回の更新しています。 

更新数とアクセス数は相関があり、更新回数を増やせば、アクセス数が増えることは過去のデータ

で分かっています。大会・審査等行事に関るものだけでは、更新回数はこれ以上増やすことができ

ないので投稿の企画をして一定の成果を上げてきました。 

  このような状況下、常任理事会のＨＰ充実の議論の中で、『今のままでいいのか、他に進むべき方『今のままでいいのか、他に進むべき方『今のままでいいのか、他に進むべき方『今のままでいいのか、他に進むべき方

向があるのか向があるのか向があるのか向があるのかアンケートでアンケートでアンケートでアンケートで聞く時期に来ているのではないか』聞く時期に来ているのではないか』聞く時期に来ているのではないか』聞く時期に来ているのではないか』との意見があり、理事会にも提案し

て、別紙のとおりアンケートを作りました。 

① 今回の評議員会に出席いただいている全メンバーに回答をお願いします。（本日回収） 

② 更に連絡員経由で各協会等県連所属団体としてのご意見を頂く（４月末までに回収） 

③ HP上に公開し、期間を限定して、会員の方々の回答をメールで広報部へ返送頂く（４月末） 

を実施し、アンケートの集計をＨ２６年度早々に実施して、Ｈ２６年度計画に反映させていきたい。 

法的に難しい（著作権、個人情報、セキュリティ・・・）もの以外はきるだけ実現したい。 

 

４、４、４、４、広報部員の拡大広報部員の拡大広報部員の拡大広報部員の拡大    

 広報部は以前よりもっとも人気（入部希望）のない部であったと感じています。 

 要因について以前から広報部会でも議論してきて、次のようなことだろうと考えています。 

① 広報部＝何か記事を書かなければならないというイメージ（これが最大） 

  ② HPを作るスキルがないから無理だ 

  ③ 広報部に入っても、弓道そのものが上手になるわけではない 

 そして、それぞれに対し 

  ① 誰に記事をお願いするかを常任理事会・理事会でご意見を頂き、HP の広報部ページに公開し、



記事を募集して、広報部員がHPにアップする、弓道石川に編集することに整理を図った。 

  ② HP作成スキルは、ワープロができれば、入部してからほぼ１年間の育成期間を設けて、誰でも

できるようにした。その後の疑問点への回答・失敗のフォローも実施している。 

④ 広報部員相互の弓道研修会を今年度初実施して、好評だったので継続する。 

 以上により、広報部員が増え、活動の充実を図れることを期待している。 

 

５、投稿のご協力のお願い投稿のご協力のお願い投稿のご協力のお願い投稿のご協力のお願い 

  投稿のお願い（『弓道石川』、HPの充実は、皆様方の投稿の如何にかかっております） 

ホームページは昨年に引き続き 

①� 役員等の抱負や弓道に対する想い 

② 支部・協会の紹介・会長のひとこと 

③� 弓道教室受講生の感想 

④ 各大学・高校・中学弓道部の紹介、主将の抱負 

等について、お願いしております。 

詳細な依頼、ひな型等はホームページの広報部のページにアップしています。 

 

弓道誌Ｈ２５年９月号１３ページ、全弓連の「改革大綱」７、広報（イ）には、「地連・地連支部に

おけるHP開設の義務化」等広報活動の強化が記載されております。 

各協会の紹介会長のひとことの投稿をお願いし、各協会 HP 開設に準ずる活動としたいと思います。

全２８支部協会中現在５協会だけのアップとなっております。 

・各支部協会の紹介の記事については、Ｈ２６年度中に是非お願いしたいと思っております。 

・各協会内の活動状況についても加賀、内灘、小松各協会新年射会の投稿を頂いておりますが、他の協

会も、簡単なメモと写真等でも構いませんので随時日ごろの活動状況の投稿をお願いいたします。 

・常任理事メンバーの投稿についても、率先投稿をお願いします。 

 

◇ 投稿時のメールアドレス 

投稿の際のメールアドレスは、個人宛てのメールでは、広報部内で情報共有して、作業分担が効率

的にできないので、必ず次のメーリングリスト宛てでお願いいたします。 

ishikawaken-kyudorenmei-kouhou@kyudo-ishikawa.com 

 

以上 


